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こども誰でも通園制度の実施状況について 

 

１. 実施施設数 

・2026 年７月より、実施施設数を 44 施設から 137 施設へ大幅に拡大して実施する。 

表１ 区別の実施施設数           表２ 区別の利用率（2025 年７月～2026 年３月平均） 

 
２.量の見込みと利用定員の確保状況  

・2026 年７月より、量の見込み（3,169 人）を上回る 3,641 人分（＋472 人）の利用定員を確保した。 

・年齢別に見ると、１・２歳児は全市で量の見込みを上回る定員を確保しているが、０歳児は定員が

量の見込みを下回っている。 

 

表３ 年齢別の量の見込みと利用定員（2026 年 7月～） 

 

 

 

 

 

 

・長田区、垂水区では、全年齢で量の見込みを上回る定員を確保した。 

・東灘区（▲125 人）、灘区（▲85人）、中央区（▲167 人）、兵庫区（▲85 人）の０歳児定員が不足し

ている。 

 

  

行政区 実施施設数 前年度からの増加数 

東灘区 14 ＋10 

灘区 11 ＋６ 

中央区 11 ＋５ 

兵庫区 ６ ＋２ 

北区 21 ＋17 

長田区 ８ ＋５ 

須磨区 11 ＋６ 

垂水区 34 ＋26 

西区 21 ＋16 

合計 137 ＋93 

行政区 ０歳児 １歳児 ２歳児 合計 

東灘区 29.6% 17.8% 7.3% 15.8% 
灘区 117.7% 41.3% 7.4% 42.8% 

中央区 44.0% 26.9% 2.7% 21.9% 
兵庫区 66.5% 37.0% 3.5% 32.0% 
北区 8.0% 16.0% 1.1% 8.3% 

長田区 38.3% 29.1% 4.8% 21.6% 
須磨区 31.4% 25.4% 3.0% 22.2% 
垂水区 86.9% 30.4% 5.2% 30.5% 
西区 33.3% 15.6% 6.6% 18.5% 
全市 38.6% 24.0% 4.5% 21.3% 

 量の見込み 利用定員 過不足 

０歳児 1,612 1,077 ▲535 

１歳児 1,153 1,295 142 

２歳児 404 1,269 865 

計 3,169 3,641 472 
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表４ 区ごとの量の見込みと利用定員
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３．余裕活用型の実施状況 

・既存の空き定員を活用する余裕活用型については、41 施設で実施する。 

・保育所・小規模保育は約半数の施設が余裕活用型での実施となっている。 

 

表５ 施設種別の実施施設数 

施設種別 全体 
一般型 

余裕活用型 
専用室独立 在園児合同 

保育所 17 5 4 8 
幼保連携型認定こども園 67 21 31 15  
幼稚園型認定こども園 12 5 5 2 

新制度幼稚園 5 2 3 0 
小規模保育事業 31 2 16 13 

事業所内保育事業 1 0 0 1 
家庭的保育事業 3 1 0 2 

企業主導型保育園 1 1 0 0 
合計 137 37 59 41 

 
４．一時保育（誰通延長型）の実施状況 

・103 施設で一時保育（誰通延⻑型）を実施する。 
 

表６ 一時保育事業の制度拡充 

  

類型 対象年齢 利用可能⽇数 利用料 
非定型保育 
（保護者のパート就労等） 

満 1 歳〜就学前 １週間あたり平均 3 ⽇まで ⽇額 2,400 円 
（半⽇ 1,200 円） 

緊急保育 
（保護者の病気、出産等） 

満 1 歳〜就学前 事情ごとに 14 ⽇まで ⽇額 2,400 円 
（半⽇ 1,200 円） 

リフレッシュ保育 
（育児の負担軽減） 

満 1 歳〜就学前 １か⽉あたり 7 ⽇まで ⽇額 3,600 円 
（半⽇ 1,800 円） 

【新】誰通延⻑保育 
（こども誰でも通園制度利用者） 

0 歳 6 か⽉ 
〜満 3 歳未満 

１⽇あたり 30 分以上 
１か⽉あたり 10 時間まで 

1 時間 300 円 
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表７ 神戸市こども誰でも通園制度モデル事業 利用者アンケート結果より（2024 年８月実施）  

Ｑ．モデル事業を利用した際、負担や使いにくさを感じたことはありましたか。 

 
Ｑ．利用可能時間の上限はどれくらいが適当だと思いますか。 

 
 

表８ 神戸市こども誰でも通園制度モデル事業 実施事業者アンケート結果より（2024 年８月実施） 

Ｑ．利用時間の上限（⽉ 10 時間）についてどのように感じていますか？ 

 

 
 

 

 

資料⑤



2026 年６⽉ 30 ⽇ 神⼾市⼦ども・⼦育て会議 第２回教育・保育部会資料 

5 

 

 

５．今後の方向性  

・実施施設数が大幅に増加し、全市的には量の見込みを上回る利用定員を確保することができたこと

から、利用者数の増加に向けて、広報を強化し、制度の認知度向上を図る必要がある。 

・本年４月より、一時保育事業（誰通延長型）との組み合わせにより、一部の施設では時間単位で 20

時間までの利用を可能としているが、あくまで別の制度であることから、利用者・施設双方で制度

理解が不十分であったり、予約受付・管理に手間が生じている可能性があり、実施状況を注視する

必要がある。 

・2025 年度の利用実績は、月あたり 263 人～363 人であったが、事業計画の量の見込みは 3,169 人と

なっている。事業計画は 2024 年度に実施した市民アンケートをもとにしているが、その時点では、

こども誰でも通園制度の詳細が明らかではなかったため、量の見込みが上振れしている可能性があ

る。2026 年度において、積極的な広報を実施した上で、利用実績の動向によっては、20時間の利用

ニーズも踏まえつつ、量の見込みの見直しも検討する必要がある。 
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